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平
成
30
年　

中
土
佐
町
議
会

９
月
定
例
会
・
第
２
回
臨
時
会

議
審

案
議

町長 ･ 副町長の給料減額
幹部職員の酒気帯び運転を受けて

　

平
成
30
年
９
月
定
例
会
が
、
９
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の

10
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
12
日
に
は
、
町
長
の
行
政
報
告
、
議
案
の
提
案

理
由
説
明
、
委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

18
・
19
日
は
一
般
質
問
（
Ｐ
５
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ
れ
、

８
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
15

件
を
可
決
。
そ
し
て
、
平
成
29
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
２
件
を
採
択
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
に
先
立
つ
８
月
３
日
に
は
第
２
回
臨
時
会
が

行
わ
れ
、住
宅
団
地
用
地
購
入
な
ど
４
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
40
号
「
中
土
佐
町

常
勤
の
職
員
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
幹

部
職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
に

よ
る
事
故
の
管
理
責
任
を
取

り
、
町
長
と
副
町
長
の
給
料

の
10
㌫
を
町
長
は
３
カ
月
、

副
町
長
は
２
カ
月
減
額
す
る

常
勤
特
別
職
の
給
与

旅
費
条
例
の
改
正　

も
の
だ
。

　

質
疑
で
は
、
減
額
の
基
準

等
を
執
行
部
に
確
認
し
た
。

討
論
で
佐
竹
敏
彦
議
員
が
反

対
討
論
を
行
っ
た
後
、
採
決

を
行
い
、
賛
成
７
・
反
対
３

（
欠
席
１
）
で
可
決
さ
れ
た
。

新
庁
舎
建
設
工
事

25
億
６
千
万
円
で
契
約

　

議
案
第
45
号
「
中
土
佐
町

新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」
は
、
戸

田
建
設
㈱
と
25
億
６
８
２
４

万
円
で
契
約
す
る
も
の
だ
。

新
庁
舎
建
設
工
事

請
負
契
約
締
結　

　

質
疑
は
な
く
、
本
井
康
介

議
員
が
賛
成
討
論
を
行
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。

　

造
成
工
事
と
道
路
の
完
成

が
年
内
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
、
２
０
２
０
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
建
設
が
始

ま
る
。

役場庁舎が建設される久礼中学校東側

常勤の特別職の給与
旅費条例の改正に 反対討論討論

佐
竹
敏
彦
議
員

休
日
ま
で
管
理
で
き
な
い

　

町
民
の
中
に
厳
し
い
意
見
も

あ
り
、
道
義
的
な
責
任
で
自
ら

を
厳
し
く
処
分
を
す
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
。

　

（
職
員
の
）
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
時
間
で
、
管
理
監
督
が
で
き

な
い
時
間
帯
で
起
こ
し
た
道
路

交
通
法
上
の
問
題
だ
。

　

で
き
な
い
こ
と
に
関
し
て
責

任
を
負
う
と
い
う
の
は
、
あ
る

べ
き
姿
で
は
な
い
。

新庁舎建設工事請負
契約に 賛成討論討論

本
井
康
介
議
員

町
民
に
配
慮
を

　

大
型
事
業
は
多
分
初
め
て
だ
。

工
事
が
複
雑
に
な
り
、
小
さ
な

も
の
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
想

像
さ
れ
る
。

　

町
民
へ
の
配
慮
を
願
い
、
賛

成
と
す
る
。
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平成２９年度決算を認定
　平成29年度の各会計歳入歳出決算と昨年度か
ら企業会計となった簡易水道事業の決算は、それ
ぞれ総務常任委員会と教育民生常任委員会に付託
されていた。両会計決算とも総務・産業建設・教
育民生の常任委員会による連合での審査が行われ、

その後の付託先での審査で「認定すべきもの」と
決定した旨の委員長報告が本会議であった。こ
れをうけ本会議で採決した結果、全会一致で「認
定」と決定した。

平成29年12月に完成した七面鳥の処理が
できる食鳥処理施設

改修に国の重要文化的景観の補助金を
活用した久礼八幡宮直会殿

上ノ加江小学校に完成した災害時の
資機材倉庫

会　　　計　　　名 歳 入 歳 出
一般会計 7051 6768
国民健康保険特別会計 1229 1229
住宅新築資金等貸付事業特別会計 3 3
農業集落排水事業特別会計 38 38
介護保険特別会計 1245 1245
後期高齢者医療特別会計 122 118

資産の部
固定資産　　　　 1723
流動資産　　 　　 101

資産合計　　　　 1824

負債の部
固定負債　　 　　 608
流動負債　　 　　　63
繰延収益　　　　 511
　　　　　　　 　1182

資本の部
資本金　　　 　　 632
剰余金　　　　　 　10
　　　　　　 　　 642

負債資本合計 　　1824

各会計決算の状況

簡易水道事業貸借対照表

単位：百万円

単位：百万円

平成29年から工事が始まり完成が近づいた庁舎移転等工事の造成
工事

一般会計決算の内訳

地方交付税
30億6千万円

国庫支出金
4億3千万円

県支出金
5億7千万円

町債
15億円

その他
5億1千万円

町税
5億3千万円

繰越金
2億5千万円

総務費
19億5千万円

民生費
13億2千万円

衛生費
4億1千万円

農林水産業費
4億3千万円

商工費
5千万円

土木費
5億1千万円

教育費5億1千万円

災害復旧費
3千万円

議会費6千万円公債費
9億6千万円

繰入金
2億円

消防費
5億4千万円
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大股高樋沈下橋公衆トイレの設置の
陳情

　陳情の趣旨は、高樋の沈下橋へは、多
くの観光客が訪れているが、現在設置されている簡
易トイレは四万十川のイメージを損なっており、新
たに公衆トイレを整備してもらいたいというものだ。
　産業建設常任委員会で審議した結果、観光だけに
とらわれず、教育での利活用やその他の要素も加味
し、「採択すべきもの」と決定したと委員長から報告
があった。また、「観光客数を把握し、適正な規模と
方式とすること」「各種法令や条例、そして、国の重
要文化的景観等との関連も調査すること」「陳情者と
は管理方法、観光にどう生かすかなど、十分な協議
をすること」という意見が付された。
　これを受け、本会議で採決した結果、委員長の報
告のとおり、全会一致で「採択」と決定した。

　
ＪＲ土佐久礼駅自転車置き場整備を
要望する陳情

採 

択
　陳情の趣旨は、久礼駅には自転車置
き場がなく、自転車利用者は雨ざらしの自転車に乗っ
て、腰をぬらして帰宅している状態のため、自転車
置き場を整備してもらいたいというものだ。
　総務常任委員会で審議した結果、陳情に記載され
ている状態であることは間違いでない。また、40 台
余りの自転車が無造作に置かれており、中土佐町の
玄関口として、景観的にも問題があるため、「採択す
べきもの」と決定したと委員長から報告があった。
　これを受け、本会議で採決した結果、委員長の報
告のとおり、全会一致で「採択」と決定した。

　

●職員の不祥事
　税務課長の酒気帯び運転、高幡東部清掃組合
職員の薬物事件があった。心より深くお詫び申
し上げる。再び不祥事を起こさぬよう服務規律
の徹底と公務員倫理確立のため意思統一を図
る。職員一丸となって信頼回復に向け努力する。

●平成 29 年度決算状況と今後の財政見通し
　国保会計を除く各会計において安定的な運
営を行っている。各種事業は、毎年度計画を見
直し健全な財政運営を図る。

●公共施設等移転事業
　造成地と道路は年内に完成の予定だ。役場庁
舎建設は、早期の着工に向け取り組みたい。

●ＳＥＡプロジェクト
　２年目からが正念場だ。中核施設の「マル
シェなかとさ」の経営強化は、出荷者協議会の
協力も得ながら、確実に一歩ずつ進める。

●外国客船モニターツアー
　外国船籍の外国人観光客を対象とする。「道
の駅なかとさ」を拠点とする「寄港地観光」事
業だ。10月20日に寄港予定のクルーズ船アムス
テルダム号の乗客に対し実施する。

●大雨被害の状況と防災対策
　町内における夏からの一連の大雨災害に対
し、復旧に最大限の努力を傾注して行く。自主
防災連絡協議会とも協働・連携を深め、防災強
化につなげていく。

●幕別町との交流事業
　8 月 1 日から 8 月 4 日の間、幕別町を訪問し、
それぞれ小学生が交流を深めた。来年は、幕別
町の小学生たちが中土佐町に来る予定で、心を
こめてお迎えしたい。

外国船モニターツアー始まる 池田町長の行政報告

採 

択

久礼駅周辺の雨ざらしのままの通学・通勤用の自転車 周辺への公衆トイレ設置の要望があった高樋の沈下橋
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一 般 質 問
〜所信を問う〜

下元　道夫 ･････P ６
■がん予防の取り組みを
■福祉タクシーの充実を

山本　建生 ･････P ７
■早めの避難指示・勧告を
■南海トラフ地震対策は逃げることを
　重視して

窪田　和教 ･････P ８
■美術館移転で既存施設の利用は
■地産外商マネージャーと駅長との兼務
　は無理では

高橋　雄造 ･････P ９
■豪雨対策の問題点は
■骨髄提供者に休業補償を

　9月18日・19日の２日間、一般質問が行
われ、8 人の議員が防災対策、道の駅の運
営、美術館移転、上ノ加江中学校の統合問
題など町の諸問題を取り上げました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般に
わたって、町長などに対し疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。

福永　守恭 ･････P10
■自然・体験型観光は
■森林環境譲与税は

山下世仁子 ･････P11
■道の駅は主婦目線での品ぞろえを
■風水害対策を

岡　伊三男 ･････P12
■上ノ加江公民館は８月に取り壊しのはず
■上ノ加江中学校は統合か

佐竹　敏彦 ･････P13
■災害時の逃げ遅れへの対処は
■役場採用年齢の引き上げを
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問
中
土
佐
町
の
疾
病
別
死
亡

者
数
は
。

山
本
健
康
福
祉
課
長
平
成
28

年
度
の
死
亡
者
数
は
、
が
ん

と
心
疾
患
が
共
に
28
人
、
脳

血
管
疾
患
14
人
、
肺
炎
13
人
、

老
衰
10
人
で
あ
る
。

問
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
は
。
受
診
率
・
受
診
勧

奨
の
取
り
組
み
は
。

山
本
健
康
福
祉
課
長
平
成
29

年
度
の
受
診
率
は
、
胃
が
ん

検
診
12
㌫
、
大
腸
が
ん
21
㌫
、

肺
が
ん
24
㌫
と
な
っ
て
い
る
。

　

受
診
勧
奨
は
、
健
康
づ
く

り
サ
ポ
ー
タ
ー
が
戸
別
訪
問

を
行
っ
て
い
る
。

問
予
防
は
、
た
ば
こ
・
酒
・

運
動
・
食
生
活
・
適
正
体
重

と
い
う
５
つ
の
健
康
習
慣
を

下 元 道 夫
生活習慣確立の啓発で

がん予防の取り組みを

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
充
実
を

仕
組
み
を
模
索
す
る

問
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
検
討

の
経
過
は
。

山
本
健
康
福
祉
課
長
平
成
22

年
度
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
移
動
が
困
難
な
方

が
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

間
、
充
実
に
努
め
て
き
た
。

問
移
動
手
段
に
困
っ
て
い
る

方
も
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

今
後
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い

く
考
え
が
あ
る
か
。

池
田
町
長
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
券
が
足
ら
な
い
方
も
い
る

と
思
う
。
実
際
に
困
っ
て
い

る
方
に
、
こ
の
制
度
が
届
く

と
い
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

　

健
康
福
祉
課
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
方
々
と
も
協
議
し
、

本
当
に
助
け
が
必
要
な
方
に

し
っ
か
り
と
お
届
け
で
き
る

仕
組
み
を
模
索
し
て
い
く
。

地
震
・
津
波
対
策
は

問
町
中
の
道
路
、
避
難
路
確

がん検診の順番を待つ町民の皆さん（大野見保健福祉センター）

実
践
す
る
こ
と
で
、
が
ん
の

リ
ス
ク
が
半
減
と
い
う
考
え

も
示
さ
れ
て
い
る
。
予
防
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る

が
。

山
本
健
康
福
祉
課
長
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
子
ど
も
の
と

き
か
ら
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
確
立
す
る
こ
と
だ
。
教
育

委
員
会
と
も
連
携
し
、
正
し

い
生
活
習
慣
を
つ
け
る
啓
発

を
続
け
た
い
。

保
の
取
り
組
み
は

平
田
総
務
課
長
（
家
屋
の
）

耐
震
化
事
業
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀

除
去
が
思
っ
た
ほ
ど
進
ん
で

い
な
い
。
啓
発
し
進
め
て
い

き
た
い
。

問
避
難
訓
練
で
は
、
非
常
時

の
持
ち
物
を
持
っ
て
い
る
方

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
（
高

齢
者
等
は
）
小
袋
に
保
険

証
・
お
薬
手
帳
・
常
備
の
薬

を
常
に
持
ち
歩
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

平
田
総
務
課
長
薬
な
ど
は
自

己
管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

避
難
訓
練
時
に
地
域
担
当
職

員
が
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

問
避
難
生
活
（
仮
設
住
宅
）

へ
の
可
能
性
調
査
は
。

池
田
町
長
津
波
が
襲
来
し
た

ら
、
久
礼
・
上
ノ
加
江
・
矢

井
賀
の
沿
岸
部
は
壊
滅
的
な

状
態
に
な
る
。
有
事
の
際
に

は
高
台
で
あ
る
大
野
見
地
域

で
対
応
で
き
る
よ
う
今
後
取

り
組
ん
で
い
く
。

元気塾や病院への通院に福祉タクシーを
利用する高齢者の皆さん
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問
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
電
柱
・
老

朽
家
屋
な
ど
は
ど
の
程
度
把

握
し
て
い
る
の
か
。

平
田
総
務
課
長
四
国
電
力
の

話
で
は
、
電
柱
は
震
度
７
で

も
強
度
を
保
て
る
と
の
こ
と

だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
老
朽
家

屋
な
ど
は
危
機
管
理
室
で
台

帳
を
作
っ
て
い
る
。

問
防
災
工
事
は
費
用
面
で
も

完
璧
に
や
る
こ
と
は
不
可
能

で
、
い
か
に
し
て
逃
げ
る
か

を
重
視
す
べ
き
だ
。
自
主
防

問
斜
面
崩
壊
危
険
箇
所
・
河

川
氾
濫
を
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
る
か
。

鍋
嶋
建
設
課
長
町
内
の
急
傾

斜
地
の
危
険
箇
所
は
３
４
１

カ
所
、
土
石
流
の
危
険
箇
所

は
１
２
６
渓
流
だ
。
河
川
は
、

県
が
管
理
す
る
16
河
川
の
う

ち
久
礼
川
で
河
川
改
修
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
町
が
管

理
す
る
河
川
は
、
ヨ
シ
な
ど

の
除
草
や
堆
積
土
の
撤
去
、

護
岸
の
補
修
な
ど
を
必
要
に

応
じ
実
施
し
て
い
る
。

問
中
土
佐
町
の
地
質
、
斜
面

崩
壊
と
の
関
連
を
ど
の
程
度

早
め
の
避
難
指
示
・
勧
告
を

早
め
の
指
示
を
し
て
い
く

自主防と情報共有を

逃げることを重視して
南海トラフ地震対策

把
握
し
て
い
る
か
。

鍋
嶋
建
設
課
長
中
土
佐
町
は

四
万
十
帯
と
い
う
地
層
だ
。

町
全
体
で
の
地
質
の
調
査
は

し
て
い
な
い
。
近
年
の
豪
雨

災
害
で
も
斜
面
崩
壊
は
な
く
、

軟
弱
な
地
質
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

問
豪
雨
で
は
ア
メ
ダ
ス
な
ど

精
度
が
高
い
。
早
め
の
避
難

指
示
・
勧
告
は
で
き
な
い
か
。

平
田
総
務
課
長
気
象
庁
の
情

報
は
、
最
近
か
な
り
精
度
が

高
い
。
早
め
に
情
報
提
供
し

て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く

と
思
う
。

２月に完成したばかりの「コンクリートのり枠」ごと崩落した大野見萩中押谷
の現場

や
民
生
委
員
、
世
話
役
と
の

情
報
共
有
は
で
き
て
い
る
の

か
。

平
田
総
務
課
長
自
主
防
と
の

情
報
共
有
は
し
て
い
き
た
い
。

問
現
在
あ
る
避
難
場
所
を
利

用
し
た
子
ど
も
た
ち
の
避
難

訓
練
は
、
あ
っ
て
い
い
と
思

う
が
。

今
橋
教
育
次
長
県
下
一
斉
の

避
難
訓
練
時
に
近
く
の
避
難

場
所
へ
避
難
し
て
い
る
。
ど

こ
に
い
て
も
い
ち
早
く
避
難

行
動
の
と
れ
る
よ
う
、
子
ど

も
た
ち
の
訓
練
を
引
き
続
き

各
機
関
と
協
力
し
な
が
ら

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
が

避
難
意
識
を
共
有
す
る
こ
と

が
大
事
と
思
う
が
。

岡
村
教
育
長
ど
こ
に
避
難
す

る
か
を
家
で
話
し
合
っ
て
も

ら
う
よ
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
参

観
日
に
話
し
て
い
る
。

問
災
害
時
に
役
場
職
員
が
果

た
す
役
割
は
大
き
い
。
町
外

通
勤
者
が
多
い
が
ど
う
す
る

の
か
。

三
本
副
町
長
地
震
津
波
が
夜

間
・
休
日
に
起
こ
っ
た
場
合

大
変
な
状
態
に
な
る
。
役
場

Ｏ
Ｂ
・
自
主
防
・
社
協
と
の

連
携
で
何
と
か
し
の
い
で
い

き
た
い
。

故
林
勇
作
氏
の
資
料
を

問
故
林
勇
作
氏
が
残
し
た
書

物
・
写
真
・
民
具
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
活
用
を
検
討

し
て
ほ
し
い
が
。

岡
村
教
育
長
奥
さ
ん
立
会
い

の
下
、
倉
庫
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
。
膨
大
な
資
料
が

眠
っ
て
お
り
精
査
に
は
人
と

予
算
、
施
設
が
必
要
に
な
る
。

ご
遺
族
と
協
議
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
障
が
い
者
雇
用
は
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窪 田 和 教

これまで通りやっていく

駅長との兼務は無理では

問
美
術
館
移
転
候
補
地
は
黒

潮
本
陣
近
く
と
い
う
こ
と
だ

が
、
他
に
候
補
に
挙
が
っ
た

所
は
。
議
会
側
へ
の
説
明
は

し
た
か
。

今
橋
教
育
次
長
大
野
見
や
城

山
（
久
礼
）
な
ど
が
挙
が
っ

た
が
、
黒
潮
本
陣
敷
地
内
と

い
う
結
論
に
な
っ
た
。
調
査

費
計
上
の
段
階
で
（
議
会
側

に
）
説
明
は
し
て
い
な
い
。

問
調
査
は
建
て
る
前
提
で
は

な
い
か
。
６
月
定
例
会
で

「
十
分
な
広
さ
の
確
保
が
難

し
い
」
「
駐
車
場
確
保
が
困

難
」
と
言
っ
て
い
る
。
（
用

地
造
成
の
）
費
用
が
高
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。
造
成
費

に
対
し
て
意
見
は
出
た
か
。

池
田
町
長
黒
潮
本
陣
駐
車
場

の
裏
山
の
傾
斜
地
を
利
用
し

美
術
館
移
転
既
存
施
設
の
利
用
は

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
必
要

地産外商マネージャー
問
地
産
外
商
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
配
置
し
て
３
年
に
な
る
。

有
為
な
人
材
に
力
を
発
揮
し

て
も
ら
う
環
境
づ
く
り
が
重

要
と
思
う
が
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
道
の
駅

に
い
な
が
ら
外
商
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、
今
の
配
置

が
最
適
と
考
え
て
い
る
。

問
駅
長
の
本
来
の
仕
事
は
地

産
外
商
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
―
の
報
酬
を
町

が
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

な
い
町
民
も
多
い
。
駅
長
を

そ
の
他
の
質
問

▼
大
野
見
北
地
区
へ
の

　

「
出
張
役
場
」
は

て
で
き
な
い
か
と
い
う
仮
定

だ
。
大
き
な
お
金
に
な
る
な

ら
、
費
用
対
効
果
で
駄
目
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
黒
潮
本

陣
周
辺
あ
り
き
で
や
っ
て
い

る
わ
け
で
な
い
。

問
美
術
品
の
保
管
場
所
に
大

野
見
庁
舎
２
階
を
使
う
こ
と

は
、
大
野
見
出
身
議
員
が
以

前
か
ら
言
っ
て
い
た
。
大
野

見
庁
舎
と
青
年
の
家
を
使
え

ば
美
術
館
の
ス
ペ
ー
ス
も
確

保
で
き
る
。

池
田
町
長
（
美
術
館
）
館
長

は
、
「
美
術
館
、
作
品
だ
け

で
は
る
ば
る
来
る
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
温
泉
・
景

色
・
買
い
物
の
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
が
大
切
」
と
言
っ
て
い

る
。
館
長
の
言
う
通
り
だ
と

考
え
て
い
る
。

移転が論議されている町立美術館

兼
務
し
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
）
生
産
者
と
相
談
し
な

が
ら
、
県
内
外
で
町
産
品
の

販
路
拡
大
を
す
る
仕
事
と
の

両
立
は
物
理
的
に
難
し
い
の

で
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
本
人
に

聞
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
通
り

や
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

だ
。

問
駅
長
の
仕
事
と
外
商
の
仕

事
は
違
う
と
思
う
。
仕
事
の

振
り
分
け
は
水
産
商
工
課
長

が
し
て
い
る
の
か
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
日
々
の

業
務
で
指
示
は
し
て
い
な
い
。

問
地
産
外
商
を
進
め
る
組
織

づ
く
り
を
す
べ
き
で
は
。

池
田
町
長
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

能
力
を
開
花
で
る
よ
う
私
も

一
緒
に
取
り
組
む
。

地産外商の拠点となることを目指す「道の駅なかとさ」
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高 橋 雄 造

骨
髄
提
供
者
に
休
業
補
償
を

取
り
組
み
に
向
け
協
議

問
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
は
、
法

律
に
基
づ
く
公
的
事
業
だ
。

町
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る

考
え
は
な
い
か
。

山
本
健
康
福
祉
課
長
骨
髄
バ

ン
ク
に
よ
る
骨
髄
移
植
を
希

望
し
て
い
る
患
者
の
た
め
、

町
と
し
て
も
県
や
日
本
赤
十

字
社
な
ど
と
連
携
を
図
る
。

ま
た
、
ド
ナ
ー
募
集
の
た
め

的確な対応が必要

豪雨対策の問題点は
問
西
日
本
豪
雨
は
各
地
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
大
き
な

土
砂
崩
れ
を
起
こ
し
た
大
野

見
地
区
２
カ
所
の
復
旧
状
況

と
完
成
時
期
は
。

鍋
嶋
建
設
課
長
萩
中
押
谷
線

は
、
二
次
災
害
防
止
の
作
業

が
終
了
し
、
12
月
中
に
は
災

害
査
定
を
受
け
る
予
定
だ
。

平
成
31
年
度
中
に
は
復
旧
工

事
を
完
成
し
た
い
。

西
田
農
林
課
長
下
ル
川
林
道

熊
ヶ
谷
線
は
、
国
の
林
道
災

害
査
定
を
終
え
、
補
助
金
等

の
条
件
が
整
え
ば
、
復
旧
工

事
を
発
注
す
る
。
本
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
事
業
を
実

施
す
る
。

問
今
回
の
豪
雨
災
害
で
問
題

と
な
っ
た
点
が
あ
れ
ば
そ
の

対
応
は
。

平
田
総
務
課
長
７
月
１
日
か

ら
８
日
の
事
態
終
息
ま
で
危

機
管
理
室
が
情
報
収
集
を
行

っ
た
。
し
か
し
、
明
確
な
気

象
情
報
は
予
見
が
難
し
く
、

の
普
及
啓
発
や
広
報
な
ど
を

中
心
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
骨
髄
提
供
者
に
対
す
る
休

業
補
償
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
助
成
す
る
考
え
は
。

池
田
町
長
県
下
の
市
町
村
で
、

２
割
が
休
業
補
償
を
行
っ
て

い
る
。
本
町
も
取
り
組
み
を

進
め
る
た
め
協
議
し
て
い
る
。

発
令
さ
れ
る
警
報
に
は
適
格

な
対
応
が
必
要
と
痛
感
し
た
。

夜
間
避
難
所
運
営
は
、
台

風
・
豪
雨
の
連
続
で
、
（
職

員
の
）
体
力
的
・
精
神
的
に

負
担
を
感
じ
た
者
が
見
ら
れ

た
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
適

切
に
組
む
こ
と
で
、
負
担
軽

減
と
避
難
所
の
安
定
的
な
運

営
の
検
討
を
続
け
て
い
く
。７月の豪雨で崩壊した大野見下ル川熊ヶ谷林道

骨髄ドナー登録を啓発する看板と平成30年3 月末現在の
提供者の状況

20歳代
5264人

30歳代
8655人

40歳代以上
7877人

No.51（平成30年11月）中土佐町議会だより9



福 永 守 恭

森
林
環
境
譲
与
税
は

林
業
振
興
を
図
る
た
め
に

豊かな森林資源に恵まれた中土佐町

外部アドバイザーの助言も

自然・体験型観光は

問
県
は
平
成
31
年
度
か
ら
、

「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」

に
続
き
自
然
・
体
験
型
観
光

を
進
め
る
方
針
だ
。
本
町
は

自
然
・
体
験
型
観
光
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

問
森
林
環
境
税
は
６
年
後
か

ら
課
税
さ
れ
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
譲
与
は
前
倒
し
で
平

成
31
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
。

本
町
に
は
い
く
ら
の
森
林
環

境
譲
与
税
が
譲
与
さ
れ
る
か
。

西
田
農
林
課
長
国
が
定
め
る

譲
与
基
準
で
は
譲
与
額
は
私

有
林
人
工
林
面
積
・
林
業
従

事
者
数
・
人
口
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き

高
知
県
が
試
算
し
た
中
土
佐

町
へ
の
譲
与
額
は
、
平
成
31

年
か
ら
１
３
０
０
万
円
。
そ

の
後
、
段
階
的
に
増
額
し
、

最
終
的
に
は
４
３
０
０
万
円

に
な
る
見
込
み
だ
。

問
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
て
、
市
町
村
は
新
た
な
森

林
経
営
管
理
体
制
を
構
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

西
田
農
林
課
長
県
主
催
の
説

竹
邑
水
産
商
工
課
長
本
町
は

海
・
山
・
川
と
魅
力
あ
ふ
れ

る
自
然
を
有
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
活
用
し
た
体
験
型
観

光
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
特

に
海
を
生
か
し
た
体
験
型
観

光
は
お
客
さ
ま
か
ら
の
評
価

も
高
く
、
実
施
団
体
も
重
要

な
事
業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

既
存
事
業
を
さ
ら
に
磨
き

上
げ
、
本
年
度
か
ら
専
門
的

な
知
識
や
経
験
を
有
す
る
外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
も

い
た
だ
く
。
官
民
協
力
の
中

で
、
中
土
佐
町
ら
し
い
自

然
・
体
験
型
観
光
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
県
は
観
光
拠
点
等
の
整
備

事
業
費
を
拡
充
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
施
設
の
整
備
計
画

の
具
体
的
な
も
の
は
あ
る
か
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長
拡
充
さ

れ
る
同
補
助
金
の
基
本
と
な

る
考
え
方
は
、
新
た
な
経
済

効
果
を
生
み
だ
す
新
資
源
の

創
出
で
あ
り
、
自
然
を
生
か

し
て
外
貨
を
稼
ぐ
仕
組
み
の

構
築
だ
。

　

観
光
関
係
事
業
者
と
今
後

連
携
し
な
が
ら
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
。
外
貨
を
稼
ぐ
仕

組
み
が
構
築
で
き
る
体
験
型

事
業
に
、
積
極
的
な
整
備
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

明
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
通
し
て
、
所
有
者
の
調

査
・
現
地
調
査
・
施
業
方
法

上ノ加江で漁業体験をする久礼小学校の児童

の
決
定
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

工
程
の
作
業
内
容
を
明
確
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
段
階
だ
。

森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
、

林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

森
林
経
営
管
理
体
制
の
構
築

に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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山 下 世 仁 子

主
婦
目
線
で
の
品
ぞ
ろ
え
を

出
荷
者
協
議
会
と
協
議

最悪の場合を考え対応

風水害対策を

自主防災組織が管理する避難路が多い中、町が管理する避難路（道の駅～黒潮本陣）

問
道
の
駅
は
、
物
流
を
通
し

交
流
人
口
の
拡
大
と
町
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
た
。
大
正
町
と
の
相
乗
効

果
も
、
あ
る
一
定
あ
っ
た
と

推
察
す
る
。

　

一
年
過
ぎ
た
現
在
で
は
、

前
年
に
比
べ
下
回
っ
て
い
る
。

時
々
利
用
す
る
が
確
か
に

オ
ー
プ
ン
当
時
の
盛
況
ぶ
り

は
う
か
が
え
な
い
。

　

主
婦
の
目
的
と
す
る
新
鮮

野
菜
が
品
薄
で
、
手
厳
し
く

言
う
と
魅
力
に
欠
け
る
。
道

の
駅
「
マ
ル
シ
ェ
」
の
特
色

や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問
各
地
で
豪
雨
災
害
が
多
発

し
、
今
夏
は
異
常
気
象
と
言

わ
れ
、
台
風
の
発
生
率
も
例

年
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

地
震
津
波
対
策
に
加
え
、

風
水
害
に
対
し
て
も
対
策
を

練
る
必
要
が
あ
る
。

　

避
難
路
な
ど
の
定
期
点
検
、

ま
た
、
水
路
や
河
川
、
道
路

を
定
期
的
に
見
回
っ
て
は
ど

う
か
。

平
田
総
務
課
長
津
波
避
難
路

は
、
原
則
維
持
管
理
を
地
元

自
主
防
災
に
任
せ
て
い
る
。

不
定
期
と
な
る
が
、
担
当
職

竹
邑
水
産
商
工
課
長
特
色
は

地
元
で
取
れ
た
新
鮮
な
魚
や

野
菜
だ
。
町
内
産
品
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
拡
充
を
図
り
、

改
善
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施

す
る
。

　

道
の
駅
出
荷
者
協
議
会
も

設
立
し
、
役
員
会
で
道
の
駅

の
魅
力
を
高
め
て
い
こ
う
と

意
思
確
認
を
し
た
。

　

今
後
は
出
荷
者
協
議
会
と

協
力
し
な
が
ら
品
ぞ
ろ
え
も

含
め
、
魅
力
あ
る
店
舗
に
し

た
い
。

池
田
町
長
商
売
は
相
手
が
あ

っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の

だ
。
女
性
が
大
き
な
力
を

握
っ
て
お
り
、
財
布
の
ひ
も

を
ど
う
や
っ
て
緩
め
て
い
た

だ
く
か
だ
。

　

品
ぞ
ろ
え
で
あ
り
、
雰
囲

気
づ
く
り
で
あ
り
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
努

力
す
る
。

品ぞろえが課題の道の駅の「マルシェなかとさ」

員
が
現
地
の
見
回
り
も
行
っ

て
い
る
。

　

水
路
・
河
川
・
道
路
な
ど

は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
で
順

次
点
検
を
行
う
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

鍋
嶋
建
設
課
長
河
川
は
、
県

と
情
報
を
共
有
し
て
、
対
応

に
当
た
っ
て
い
る
。

池
田
町
長
昨
今
は
異
常
気
象

だ
。
地
震
や
台
風
被
害
は
、

い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
最
悪
の
場

合
を
考
え
て
対
応
し
て
い
る
。

　

住
民
の
命
を
守
る
こ
と
が

最
大
の
課
題
で
、
地
域
の
安

全
に
努
力
す
る
。
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岡 伊 三 男

上
ノ
加
江
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
に
取
り
壊
し
の
は
ず

近
隣
家
屋
へ
の
影
響
調
査
で
遅
れ取り壊しのため旧上ノ加江保育所で業務を行う公民館職員

問
上
ノ
加
江
公
民
館
は
、
８

月
か
ら
取
り
壊
し
の
予
定
だ

っ
た
。
取
り
壊
し
設
計
委
託

料
と
取
り
壊
し
工
事
費
の

（
補
正
予
算
へ
の
）
同
時
計

上
は
、
工
期
の
短
縮
と
い
う

こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

今
橋
教
育
次
長
取
り
壊
し
の

委
託
契
約
を
行
い
、
現
地
の

測
量
を
終
え
、
基
本
計
画
に

基
づ
い
た
設
計
に
取
り
か

か
っ
て
い
る
。

　

取
り
壊
し
工
事
や
建
設
工

事
で
近
隣
の
家
屋
に
影
響

（
を
与
え
る
）
懸
念
が
あ
る

た
め
に
、
家
屋
な
ど
の
事
前

調
査
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
調
査
の
日
程
調
整

に
（
時
間
が
）
か
か
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
公
民
館
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

問
上
ノ
加
江
中
学
校
の
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
は
リ
ー
ス
契
約

で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

今
後
の
統
合
問
題
を
視
野
に

入
れ
て
の
こ
と
か
。　

岡
村
教
育
長
統
合
か
継
続
で

は
な
く
、
学
校
の
あ
り
方
を

模
索
し
て
お
り
、
結
論
・
方

向
性
も
出
て
い
な
い
現
状
か

ら
、
リ
ー
ス
契
約
が
妥
当
で

あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

問
保
護
者
と
統
合
問
題
の
話

を
す
る
予
定
は
。 保護者の意向を伺って

上ノ加江中は統合か

岡
村
教
育
長
上
ノ
加
江
小
中

学
校
の
全
保
護
者
を
対
象
に

説
明
会
を
行
う
。
今
後
の
学

校
の
あ
り
方
を
教
育
委
員
会

と
保
護
者
が
検
討
し
て
い
く

と
い
う
確
認
を
し
て
い
る
。

　

今
後
は
可
能
な
限
り
保
護

者
の
意
向
を
伺
い
、
話
を
続

け
て
い
き
た
い
。　

統合か存続かの議論を待つ上ノ加江中学校

問
移
転
補
償
費
２
２
４
万
４

０
０
０
円
を
計
上
し
て
い
る
。

取
り
壊
し
の
部
分
に
含
め
て

い
る
の
か
。

今
橋
教
育
次
長
本
来
、
更
地

に
し
て
所
有
権
移
転
す
る
の

が
通
常
の
土
地
購
入
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
契
約
は
現

存
の
家
屋
、
不
必
要
な
家
財

は
残
し
た
状
態
で
取
り
壊
す

契
約
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
矢
井
賀
・
上
ノ
加
江
・

　

笹
場
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

　

は
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佐 竹 敏 彦

周知啓発を積極的に

災害時逃げ遅れへの対処は

役
場
採
用
年
齢
引
き
上
げ
を

社
会
人
枠
で
採
用
も

問
役
場
の
採
用
年
齢
年
限
の

引
き
上
げ
が
で
き
な
い
か
。

採
用
年
齢
上
限
を
59
歳
と
し
、

実
質
撤
廃
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。

平
田
総
務
課
長
職
員
採
用
の

年
齢
制
限
は
、
若
手
世
代
で

手
薄
な
状
態
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
30
歳
ま
で
と
し

て
い
る
。

　

一
昨
年
に
は
社
会
人
枠
で

年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、
技
術

職
を
募
集
し
た
。

　

今
後
、
一
般
行
政
職
で
も

即
戦
力
確
保
に
重
き
を
置
く

こ
と
で
、
こ
れ
に
準
じ
る
形

で
行
え
る
と
思
う
。

問
西
日
本
災
害
で
被
害
の
大

き
か
っ
た
原
因
に
、
自
分
は

大
丈
夫
と
判
断
し
て
逃
げ
遅

れ
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

基
本
は
逃
げ
る
だ
が
、
避
難

率
４
・
６
㌫
の
デ
ー
タ
も
あ

る
。
逃
げ
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
だ
。
こ
の
問
題
の
対
処

は
。

平
田
総
務
課
長
被
害
の
大
き

か
っ
た
自
治
体
は
、
避
難
勧

告
の
指
示
の
遅
れ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
気
象
情
報
な
ど

を
迅
速
に
入
手
分
析
し
、
犠

牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
早
め

に
避
難
す
る
よ
う
に
と
自
主

防
災
会
な
ど
に
周
知
・
啓
発

を
積
極
的
に
行
う
。

国
保
の
外
国
人
加
入
は

問
国
保
は
市
町
村
に
住
所
を

有
す
る
者
が
（
加
入
す
る
の

が
）
基
本
だ
が
、
外
国
人
が

３
カ
月
を
超
え
て
在
留
す
れ

ば
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
結
果
、
医
療
費
未
払

い
の
ま
ま
の
帰
国
。
ま
た
、

外
国
で
出
産
し
て
一
時
金
42

万
円
の
受
給
や
（
医
療
機
関

か
ら
市
町
村
国
保
会
計
に
）

８
０
０
万
円
が
請
求
さ
れ
た

と
い
っ
た
事
案
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。
国
保
会
計
の
赤
字

化
に
拍
車
を
掛
け
、
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
で
の
事
例
は
。
市
町
村

で
解
決
可
能
か
。

多
田
町
民
環
境
課
長
５
年
間

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
し
た

が
不
正
請
求
な
ど
は
な
か
っ

た
。

　

在
留
外
国
人
の
国
保
悪
用

問
題
は
、
国
か
ら
の
指
導
で
、

資
格
取
得
か
ら
１
年
以
内
に

限
度
額
申
請
を
行
っ
た
場
合
、

在
留
期
間
・
資
格
、
資
格
取

得
理
由
な
ど
の
聞
き
取
り
を

行
う
。
調
査
後
、
在
留
資
格

の
本
来
の
活
動
を
行
っ
て
い

な
い
な
ど
の
疑
義
が
あ
れ
ば

入
国
管
理
局
に
連
絡
し
、
在

留
資
格
取
り
消
し
の
試
行
的

運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
不
正
受
給
の
防
止

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
国

県
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が

重
要
で
、
市
町
村
の
み
で
の

解
決
は
困
難
だ
。

西日本豪雨で避難所となった倉敷市真備町の薗小学校体育館（写真提供：高知県）

国
保
加
入
資
格
要
件
の
変
更

　

平
成
24
年
に
、
在
留
外
国

人
の
国
保
加
入
資
格
要
件
は
、

在
留
資
格
「
１
年
以
上
」
か

ら
「
３
か
月
を
超
え
る
」
に

短
縮
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
質
問

▼
少
子
化
対
策
は

▼
危
機
管
理
は

▼
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　

で
カ
ツ
オ
資
源
問
題
を

▼
人
権
教
育
研
究
協
議
会

　

へ
の
支
出
は
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９
月
定
例
会
の
初
日(

９
月
12
日)

、
総
務
・
産
業
建
設
・

教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
長
か
ら
議
会
閉
会
中
の
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

　

移
住
相
談
件
数
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
30
年
６
月
ま
で

に
３
０
５
件
あ
り
、
こ
の
間
、

１
０
１
人
（
県
外
30
人
）
が

移
住
し
た
。

　

中
間
管
理
住
宅
事
業
へ
の

空
き
家
所
有
者
か
ら
の
相
談

者
は
、
所
有
者
が
町
外
に
住

ん
で
い
る
場
合
が
多
い
。
入

居
移
住
者
は
、
久
礼
地
区
に

応
募
が
集
中
し
、
抽
選
で
入

居
者
を
決
め
て
い
る
。

　

空
き
家
等
紹
介
事
業
に
平

成
18
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
。
空
き
家
の
ほ
か
に
店

舗
や
土
地
の
紹
介
も
行
っ
て

い
る
。

　

移
住
定
住
策
を
進
め
る
た

め
に
住
宅
問
題
が
優
先
事
項

と
思
わ
れ
る
。
計
画
し
て
い

る
定
住
団
地
整
備
計
画
を
地

域
の
理
解
を
得
な
が
ら
早
急

に
進
め
て
い
く
よ
う
要
請
し

た
。

定
住
団
地
整
備
を
早
急
に

移
住
定
住
対
策
を
調
査

総
務
常
任
委
員
会

中間管理住宅を調査する総務常任委員

旬
を
利
用
し
、
中
土
佐
を
全
国
に

久
礼
中
心
商
店
街
を
調
査

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

久
礼
中
心
商
店
街
の
代
表

６
人
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取

り
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

「
道
の
駅
な
か
と
さ
」
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
約
１
年
た
っ

た
。
商
店
街
へ
の
お
客
さ
ん

は
、
オ
ー
プ
ン
時
は
２
割
か

ら
３
割
増
え
た
。
し
か
し
、

２
カ
月
後
の
10
月
に
は
平
常

に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
２
割

か
ら
３
割
減
っ
て
い
る
。
店

に
よ
っ
て
は
３
割
か
ら
４
割

減
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

道
の
駅
の
看
板
が
多
く
目

に
つ
き
、
も
う
少
し
全
体
的

な
看
板
や
宣
伝
の
仕
方
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
お
客
さ
ん
が
来
て

く
れ
る
た
め
に
は
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
、
来
て
く
れ

る
仕
掛
け
を
つ
く
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

　

都
会
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
は
季
節
は
な
い
が
、

「
旬
」
を
利
用
し
、
中
土
佐

を
全
国
に
売
っ
て
い
く
。　

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
で

で
き
る
こ
と
は
精
い
っ
ぱ
い

す
る
が
、
そ
れ
を
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
行
政
の

役
割
で
あ
る
。
と
い
う
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

久礼中心商店街の皆さんとの意見交換

民
生
委
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻

民
生
委
員
・
町
文
化
財
を
調
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

民
生
委
員
に
関
す
る
調
査

と
文
化
財
保
護
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
た
。

　

民
生
委
員
に
関
す
る
調
査

で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
、
大
野
見
・
上

ノ
加
江
・
矢
井
賀
・
久
礼
の

そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
と
意
見
を

交
換
し
た
。

　

民
生
委
員
の
役
割
は
多
岐

に
わ
た
り
、
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
、

主
任
児
童
委
員
３
人
を
含
む

38
人
の
民
生
委
員
が
地
域
別

に
担
当
し
て
い
る
。
し
か
し
、

民
生
委
員
の
な
り
手
が
な
い

と
い
う
深
刻
な
問
題
が
提
起

さ
れ
た
。

　

文
化
財
保
護
に
関
す
る
調

査
で
は
、
県
指
定
文
化
財
が

３
、
町
指
定
文
化
財
が
41
あ

る
と
報
告
を
受
け
た
。
貴
重

な
文
化
財
の
保
護
に
万
全
を

期
す
る
よ
う
要
請
を
し
た
。民生委員役員の皆さんとの意見交換
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≪第２回臨時会の主な議案と議員の賛否≫ ○・・賛成　●・・反対　除・・除斥　退・・退席　／・・議長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　
　審議した議案等

黒
原　

昭
一

山
本　

建
生

山
下
世
仁
子

岡　

伊
三
男

本
井　

康
介

松
下　

裕
之

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

窪
田　

和
教

高
橋　

雄
造

福
永　

守
恭

中
城　

重
則

可
　
　
　
否

専決処分の承認（平成30年度一般会計補正予算（第2号））
※災害復旧費など2130万円を増額するもの ○○○○○○○○○○○ 承

認
久礼雨水ポンプ場の建設工事委託に関する協定の締結
※日本下水道事業団と4億8000万円で協定を結ぶもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
共同利用ハウス高機能被覆資材等導入工事請負契約の締結
※株式会社丸昇農材と7295万円で契約するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決
財産の取得（日ノ川団地整備事業用地）
※日ノ川団地整備事業用地を6500万円で須崎地区森林組合から取得す

るもの
○○○○○○○○○○○ 可

決
平成30年度中土佐町一般会計補正予算（第3号）
※災害復旧費など407万円を増額するもの ○○○○○○○○○○○ 可

決

しました。賛成・反対私は、

≪９月定例会の主な議案と議員の賛否≫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　
　審議した議案等

黒
原　

昭
一

山
本　

建
生

山
下
世
仁
子

岡　

伊
三
男

本
井　

康
介

松
下　

裕
之

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

窪
田　

和
教

高
橋　

雄
造

福
永　

守
恭

中
城　

重
則

可
　
　
　
否

過疎地域自立促進計画の変更
※平成28年作成の計画について変更するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
高幡広域市町村圏事務組合規約の一部変更
※租税債権管理機構が新たに、保育料・下水道料・介護保険料・後期高

齢者医療保険料の滞納整理事務を行えるよう変更するもの。また、本
町が大野見青年の家の運営事業者となるよう、同組合の業務から「大
野見青年の家の設置・維持管理・運営事務」を削除するもの。

○○○欠○○○○○○○ 可
決

高幡広域市町村圏事務組合規約の一部変更に伴う財産処分
※大野見青年の家を本町へ無償譲渡する財産処分 ○○○欠○○○○○○○ 可

決
常勤の特別職職員の給与旅費条例改正
※元管理職の懲戒処分に係る管理監督者責任として給料の1/10を減じ

る減給処分（町長３ヶ月、副町長２ヶ月）
○●○欠○○○●●○○ 可

決

大野見村生活安定緊急資金貸付基金条例廃止
※当該資金の償還が完了したため、本条例を廃止するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
町立体育館の設置管理条例改正
※利用料金を時間ごとに加算する設定に統一するもの。 ○○○欠○○○○○○○ 可

決
社会体育施設設置条例部改正
※公共施設移転等事業に伴う町営久礼テニスコートの廃止等の改正を加

えるもの
○○○欠○○○○○○○ 可

決

社会体育施設の使用条例改正
※使用料の減免、高校生以下に対する屋外照明施設使用料の半額措置

等を規定するもの
○○○欠○○○○○○○ 可

決

新庁舎建設工事請負契約の締結
※戸田建設株式会社と25億6824万円で契約するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
平成30年度一般会計補正予算（第4号）
※災害復旧費等1億1819万円を増額するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
平成30年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）
※前年度決算の確定に伴い、３１万円を増額するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
※前年度決算の確定に伴い、繰越金等を計上するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
平成30年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
※前年度決算の確定に伴い、繰越金等を計上するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
平成30年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
※前年度決算の確定に伴い、繰越金等を計上するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
※前年度決算の確定に伴い、繰越金等を計上するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
大野見体育館耐震補強及び大規模改修工事請負契約の締結
※前年度決算の確定に伴い、繰越金等を計上するもの ○○○欠○○○○○○○ 可

決
平成29年度各会計歳入歳出決算の認定
※地方自治法の規定による６会計の決算の認定 ○○○欠○○○○○○○ 認

定
平成29年度簡易水道事業会計決算の認定
※地方公営企業法の規定による決算の認定 ○○○欠○○○○○○○ 認

定
大股高樋沈下橋公衆トイレの設置の要望書 ○○○欠○○○○○○○ 採

択
ＪＲ土佐久礼駅自転車置き場整備を要望する陳情 ○○○欠○○○○○○○ 採

択
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私たちは、こんなことをしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　日付・会議等

黒
原　

昭
一

山
本　

建
生

山
下
世
仁
子

岡　

伊
三
男

本
井　

康
介

松
下　

裕
之

下
元　

道
夫

佐
竹　

敏
彦

窪
田　

和
教

高
橋　

雄
造

福
永　

守
恭

中
城　

重
則

7月 6日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

7月10日 町村議会広報クリニック
（全国町村議員会館） ○ ○ ○ ○

7月11日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

7月18日
全員協議会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

7月19日 高知県市町村議会議員研修会
（県民文化ホール／グリーンホール） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

7月25日

議員行政視察研修会（東北）

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月26日 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月27日 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月30日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

7月31日 教育民生常任委員会（社会福祉協議会） ○ ○ ○ ○ △

8月 1日 総務常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

8月 3日

議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ △ ○ ○ ○

第2回臨時会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業建設常任委員会（ぜよぴあ） ○ ○ ○ ○ ○

8月20日 議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

9月 6日 議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

9月12日

9月定例会 <1日目>（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

産業建設常任委員会（中土佐庁舎） △ ○ ○ ○ ○

9月13日
決算認定連合審査（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

9月18日
9月定例会 <2日目>（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育民生常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

9月19日

9月定例会 <3日目>（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業建設常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○

9月21日 9月定例会 <4日目>（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

≪各議員の出欠状況（平成30年７月１日～平成30年９月30日≫

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　　／・・・所属委員等でない
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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議員は何をしゆうが？
●７月　
　11日　　　高幡広域市町村圏事務組合との打ち合わせ（中土佐庁舎）
　13日　　　第140回高幡消防組合定例議会（四万十町役場）
　　　　　　 高幡広域市町村圏事務組合議会（四万十町役場）
　17日　　　平成30年度県道窪川中土佐線・窪川船戸線改良促進期成同盟会総会
　　　　　　 平成30年度黒潮スカイライン高幡地区建設促進期成同盟会総会（文化館）
　18日　　　高幡東部清掃組合議会臨時会【議長・議選組合委員】（高幡東部清掃組合）
　30日　　　森林環境税・森林環境譲与税に関するシンポジウム（高知市／高知城ホール）

≪議長の主な活動状況（平成30年７月１日～平成30年９月30日）≫

文化財の聞き取り調査をする教育民生常任委員（７月31日） 県民文化ホールで開催された市町村議会議員研修（７月19日）

●８月　
　３ 日　　　移動土木情報交換会
　４ 日　　　第35回小中学生弁論大会【議長・教育民生常任委員長】（文化館）
　７ 日　　　四国横断自動車道高知県建設促進期成同盟会総会ほか（四万十市／新ロイヤルホテル四万十）
　20日　　　町村議会議長研修会及び県政に対する意見交換会（高知市／自治会館）
　26日　　　第21回高幡消防組合総合演習（町内／高幡消防組合訓練場）

大野見青年の家移譲の説明があった全員協議会（８月３日） 移住定住対策の説明を受ける総務常任委員（８月１日）

●９月　
　２ 日　　　大野見保育所運動会
　　　　　　 第32回土佐牛まるかじり大会（梼原町／梼原町総合庁舎前）
　17日　　　双名園敬老会（養護老人ホーム双名園）
　22日　　　大野見小・中学校大運動会【（代理）副議長】
　26日　　　平成30年度四国四県町村長・議長大会（徳島市／徳島グランヴィリオホテル）
　29日　　　上ノ加江保育所運動会

徳島市で開催された四国四県町村長・議長大会（９月26日） 平成 29 年度決算を審議した決算認定連合審査会（９月13日）
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議会はどなたでも傍聴できます

12 月定例会日程（予定）

12 月 7 日（金）　行政報告・委員長報告
　　　　　　　　  議案の提案理由説明 他
12月11日（火）　一般質問
12月12日（水）　一般質問
12月14日（金）　議案等の採決 他

議会に対するご意見　　　
　などを募集しています。

　ご意見やご感想など500字以内で、郵送で
ご投稿ください。

会議録をご覧いただけます。

議員出張懇談会
　10人程度以上の参加が見込める団体やグルー
プで、議員との懇談の希望があれば、町内どこ
へでも出張いたします。
　ご希望がある場合は、お問い合わせください。

〒 789-1301
中土佐町久礼 6602 番地 2

　　中土佐町議会事務局

投稿先

※日程は、変更になることがありますので、ご注意く
ださい。

議員がどこへでも出張する

お問い合わせ先

中土佐町議会事務局 TEL52-2410　FAX52-4850
E-mail  gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp　

　インターネット中継映像及び音声は公式記録で
はありません。また「議会だより」は発言の概要
のみを掲載しています。公式記録は会議録をご覧
ください。
　会議録は、議会事務局および中土佐町ホームペ
ージから議会のページに進むと（上図「一般質問
など議会の様子をパソコン・スマホで」の　　　）
ご覧いただけます。

一般質問など議会の様子をパソコン・スマホで
表示年・会議

を選ぶ

議会中継を

中土佐町
議会を

ご覧になりたい
日の会議を選ぶ

ご覧になりたい議員や項目の ▶       
をクリックすると映像が流れます。

スマートフォン
のＱＲコード

アプリを使うと
ここへ

　スマートフォンやパソコンで本会議の様子が視聴できます。生中継だけでなく平成 28 年以降の過去
の映像もご覧いただけます。（上図はパソコンの画面です。スマートフォンの場合は少し違ってきます）

（議会中継のページ） （議会のページ） （中土佐町のホームページ）
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今
号
で
は
、
岡
議
員
が
平

成
29
年
６
月
定
例
会
で
質
問

し
た
「
上
ノ
加
江
北
地
区
の

避
難
路
」
の
質
問
を
追
跡
し

ま
し
た
。

【
平
成
29
年
６
月
定
例
会
】

上
ノ
加
江
北
地
区
の
避
難
路

は
（
上
ノ
加
江
）
中
山
避
難

場
所
へ
の
避
難
路
は
、
整
備

さ
れ
て
い
な
い
場
所
が
多
く
、

役
目
を
果
た
し
て
な
い
。

　

避
難
場
所
の
用
地
は
地
権

者
と
の
問
題
が
あ
る
が
、
解

決
の
め
ど
は
。

漁
業
集
落
環

境
整
備
事
業
で
行
っ
た
（
現

在
の
）
避
難
地
は
、
浸
水
地

域
よ
り
下
に
あ
る
と
い
う
認

識
は
し
て
い
る
。

　

そ
こ
か
ら
上
の
墓
地
ま
で

は
早
急
に
整
備
し
、
上
が
り

や
す
い
状
況
を
つ
く
る
。

　

並
行
し
て
、
避
難
場
所
の

用
地
は
交
渉
し
て
い
く
。

現
在
は
非
常
に
通

り
に
く
い
状
況
だ
。
住
民
の

方
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
に
、
未
整
備
部
分
は
路
面

「ありゃ「ありゃ「ありゃ
どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」どうなっちゅうぜよ」

■
そ
の
後
の
対
応

問

　

本
年
度
、
途
中
ま
で
は
整

備
し
た
。
未
整
備
部
分
は
、

地
権
者
の
ご
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し
た

い
。（

総
務
課
危
機
管
理
室
）

★
給
料
に
見
合
っ
た
活
動
が
み
ら

れ
な
い
。
収
入
が
良
い
と
い
う

理
由
で
議
員
に
な
っ
て
い
る
感

じ
が
す
る
。
議
員
報
酬
目
的
は

良
く
な
い
。

★
仕
事
を
し
て
い
る
者
が
議
会
を
傍

聴
で
き
る
よ
う
年
１
～
２
回
は
土

日
に
開
催
し
て
は
ど
う
か
。中城重則議長

声
昨
年
度
実
施
し
た
議
会
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

給料に見合った活動を！　　
　　休日議会の開催を！

上ノ加江北地区の避難路の整備前（左）と整備後（右）

　

最
近
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
土
曜
・
日
曜
議
会
、
夜

間
議
会
な
ど
、
話
題
に
上
が

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
前
の
中
土
佐
町
で
日
曜
議

会
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
傍
聴
者
は
平
日
と
変
わ

る
こ
と
が
な
く
、
一
回
の
開
催

で
断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
を
傍
聴
し
て
も
ら
い
、

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
事
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
職
員
の

休
日
出
勤
で
費
用
が
膨
ら
む
こ

と
や
「
ほ
ん
と
う
に
傍
聴
者
が

増
え
る
の
か
」
と
い
う
懸
念
か

ら
現
在
は
た
め
ら
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
中
継
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
の
52
㌫
の
地
方
議
会
が

「
議
員
の
な
り
手
不
足
」
を
感

じ
て
お
り
、
今
後
の
対
策
と
し

て
48
％
の
議
会
が
「
議
員
報
酬

の
引
き
上
げ
」
と
回
答
し
た
と

い
う
共
同
通
信
社
の
調
査
結
果

も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
活
動
が
給
料
に

見
合
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
町

民
の
皆
さ
ま
の
「
声
」
も
、
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
ど
な
た
に
も

「
給
料
に
見
合
っ
た
仕
事
を
し

て
い
る
」
と
思
わ
れ
る
議
会
を

目
指
し
ま
す
。

　

な
お
平
成
29
年
中
の
議
会
活

動
へ
の
出
席
は
、
議
長
が
１
０

２
日
、
議
員
が
41
～
56
日
で
し

た
。
こ
の
日
数
に
は
、
議
長
が

書
類
の
決
裁
や
打
ち
合
わ
せ
な

ど
の
た
め
に
役
場
へ
出
て
き
た

日
数
や
、
そ
の
他
の
議
員
が
成

人
式
や
戦
没
者
追
悼
式
な
ど
の

町
の
行
事
、
学
校
・
地
域
行
事

へ
の
参
加
な
ど
の
議
員
個
人
の

活
動
は
除
い
て
い
ま
す
。

池
田
町
長

平
田
総
務
課
長

を
整
備
す
る
。
同
時
に
、
手

す
り
等
を
付
け
て
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

（
用
地
は
）
地
権
者
の
方

の
ご
理
解
が
得
ら
れ
て
な
い
。

粘
り
強
く
相
談
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
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常
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会
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副
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員
長　

窪
田　

和
教

委　
　

員　

山
本　

建
生

　
　
　
　
　

高
橋　

雄
造

つ
ぶ
や
き

　

今
年
は
、
６
月
か
ら
大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、
災

害
級
の
猛
暑
と
台
風
の
発
生
、
更
に
北
海
道
の
地
震
、
10
月

に
入
っ
て
も
尋
常
で
な
い
台
風
が
発
生
。
日
本
列
島
は
、
毎

年
の
よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
自
然
災
害
に
襲
わ
れ

て
い
る
。
台
風
に
お
い
て
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
過
去
の

経
験
が
通
用
し
な
い
気
象
災
害
が
起
こ
り
、
数
十
年
に
一
度

の
重
大
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
出
さ
れ
る
「
大
雨
特

別
警
報
」
な
る
新
語
も
今
年
は
よ
く
耳
に
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
形
態
で
起
き
る
の
か
予

測
は
専
門
家
で
も
難
し
い
。
そ
れ
故
の
備
え
の
重
要
性
を
突

き
付
け
ら
れ
る
。
教
訓
を
く
み
取
り
、
生
か
す
努
力
を
続
け

る
し
か
な
い
と
。
そ
れ
に
し
て
も
、
台
風
の
接
近
が
予
想
さ

れ
る
と
き
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
危
機
管
理
室
を
軸
と
し
災
害

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
各
庁
舎
に
職
員
の
担
当
者
が
寝
ず

に
監
視
を
し
て
く
れ
て
い
る
の
に
は
頭
が
下
が
る
。
当
た
り

前
の
こ
と
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
に
安
全
・
安
心
を
与
え
る
た
め
不
断
の

準
備
を
怠
り
な
く
お
願
い
す
る
。

中
土
佐
町
議
会
議
員　

高
橋　

雄
造

　

今
年
度
の「
議
会
だ
よ
り
」

の
表
紙
の
写
真
は
「
地
域
で

頑
張
る
仲
間
」
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
久
礼
八
幡
宮
大

祭
の
頭
屋
で
あ
る
道
の
川
で

「
御お

神み

穀こ
く

祭さ
ん

」
に
か
か
わ
る

仲
間
た
ち
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

土
佐
三
大
祭
り
の
一
つ
で

あ
る
「
久
礼
八
幡
宮
大
祭
」
。

今
年
の
頭
屋
は
久
礼
道
の
川

の
山
本
孝
志
さ
ん
だ
。

　

「
御
神
穀
祭
」
は
そ
の
年

に
採
れ
た
新
米
を
八
幡
宮
に

奉
納
す
る
伝
統
行
事
だ
。

そ
の
言
わ
れ
は
、
１
５
０
０

年
ご
ろ
大
飢
饉
が
発
生
し
八

幡
宮
に
お
参
り
し
た
と
こ
ろ
、

翌
年
豊
作
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
た
め
、
新
米
を
奉
納
し

て
お
礼
参
り
を
し
た
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

「
御
神
穀
祭
」
は
、
各
地

区
の
頭
屋
（
現
在
は
13
戸
）

が
毎
年
順
番
に
そ
の
役
を
担

う
。
頭
屋
と
な
る
と
そ
の
準

備
は
大
変
な
も
の
だ
。
そ
の

地
区
は
総
出
と
な
る
。
近
隣

の
有
志
の
協
力
も
大
き
な
力

だ
。

　

最
も
大
変
な
準
備
は
大お

お

松た
い

明ま
つ

・
小こ

松だ
い
ま
つ明
づ
く
り
だ
。
竹

切
り
、
竹
割
り
、
松
割
り
な

ど
の
準
備
の
あ
と
、
30
歳
か

ら
90
歳
ま
で
30
数
人
が
か
り

の
松
明
づ
く
り
。
１
日
が
か

り
の
大
仕
事
と
な
っ
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
大
松
明
は

長
さ
６
㍍
強
、
最
大
直
径
１

㍍
、
重
さ
約
１
㌧
。
小
松
明

も
12
本
構
え
た
。
平
成
最
後

の
松
明
は
地
域
ぐ
る
み
で
完

成
し
た
。

　

９
月
22
日
午
前
０
時
に
大

松
明
に
点
火
。
午
前
１
時
半
、

御
神
穀
祭
の
約
１
０
０
人
を

超
え
る
行
列
は
松
明
の
火
に

照
ら
さ
れ
て
道
の
川
を
出
発
。

　

午
前
４
時
定
刻
通
り
八
幡

宮
に
入
殿
。
新
米
の
御
神
穀

で
一
夜
酒
が
造
ら
れ
た
。

　今回の主な内容
●平成30年９月定例会・第2回臨時会
　　議案審議 ………………………
　　行政報告 ………………………
　　一般質問 ………………………
　　委員会活動報告 ………………
　　主な議案と議員の賛否 ………
●議員の活動状況 …………………
●追跡・声 …………………………
●地域で頑張る仲間 ………………

２
４
５
14
15
16
19
20

久礼八幡宮の御神穀祭（P20参照）
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平成30年11月25日発行

９ 月 定 例 会
第２回臨時会

■町長・副町長の給料減額  ･･････････････２

■平成29年度決算を認定  ･････････････････３

■陳情 2 件を採択  ････････････････････････････４

頭屋の山本さんから

　みんなのおかげで無事御神穀祭を出すこ
とができた。感謝の気持ちでいっぱいです。
過疎と高齢化で大変さはどの地域も同じ状
態だと思う。
　今後は500年以上続くこの祭りの火を絶
やさないよう、町や議会にも理解と協力を
お願いしたい。

お年寄りから若者へ
頭屋の大役を終えほっとする山本さん

地域総出の松明づくり 裏方さんも大忙し
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